
手術看護認定看護師について

厚生連高岡病院

手術看護認定看護師 武部 巧

手術看護領域におけるキャリアデザインを考える



同じ資格でも環境、タイミングによって
大きな差がある可能性あり

実習施設などの選択も重要ポイント！



はじめに

手術看護領域におけるキャリア

• 患者のために何かしたい
• 自分のスキルをアップしたい
• 教育、指導に力を入れたい
• 自分の名前を世の中に広めたい
• 賃金アップを狙いたい など
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患者の手術が安全安楽に施行され
術後合併症なく早期回復できる

役割が被っていることが多い
資格ごとの視点で共存、協力が大切



周術期における「手術室看護師の役割」

日本手術医学会 手術医療の実践ガイドライン

周術期における患者の安全を守り、
手術が円滑に遂行できるよう

専門的知識と技術を提供すること

術前～術後の一連の期間を通して

患者、家族が安心して安全で順調な経過（術後合
併症なく早期回復できる）がたどれるように一貫
性のある継続した看護介入・看護実践を行うこと



「周術期」とは
手術に必要な3つの異なった時期を含めた一連の期間

術前 術中 術後

手術療法の必要性を
医師から提示された時点

退院まで

手術療法の提示・決定

入院

退院手術

帰室・治療



「周術期看護」とは

日本手術看護学会の定義

• 患者、家族が手術を決定したときから、手術室へ入室
し、手術の準備から術中、手術を終えて、手術室を退
室し、手術侵襲から回復するまでのプロセスに関わる
看護とする。

• 手術室看護師は 周術期にある患者に対して、術中を中
心として、安全・安心な看護を提供する。
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認定看護師とは
• 認定看護師は、高度化し専門分化が進む医療の現場において、
水準の高い看護を実践できると認められた看護師です。

「認定看護分野」ごとに日本看護協会が認定しています。

認定看護師は特定の看護分野において、以下の3つの役割を果
たします。

• 個人、家族及び集団に対して、高い臨床推論力と病態判断力
に基づき、熟練した看護技術及び知識を用いて水準の高い看
護を実践する。（実践）

• 看護実践を通して看護職に対し指導を行う。（指導）

• 看護職等に対しコンサルテーションを行う。（相談）

認定看護師制度リーフレット
https://nintei.nurse.or.jp/nursing/wp-content/uploads/2020/09/leaflet_CN2020_1.pdf



現行の認定看護分野（21分野：2026年度をもって教育終了）

2005.8~

・手術侵襲を最小限にし、二次的合併症を予防するための安全管理（体温・体位管理、手
術機材・機器の適切な管理等）

・周手術期（術前・中・後）における継続看護の実践

新たな認定看護分野（19分野：2020年度から教育開始）

2021.5~

・手術侵襲及びそれによって引き起こされる苦痛を最小限に留めるためのケア

・手術中の患者の急変及び緊急事態への迅速な対応

・患者及び家族の権利擁護と意思決定支援

・身体所見から病態を判断し、経口用気管チューブ又は経鼻用気管チューブの位置の調整
ができる知識・技術

・身体所見から病態を判断し、侵襲的陽圧換気の設定の変更、人工呼吸器からの離脱がで
きる知識・技術

・身体所見から病態を判断し、直接動脈穿刺法による採血、橈骨動脈ラインの確保ができ
る知識・技術

・身体所見から病態を判断し、硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与及び投与量の調整が
できる知識・技術

・身体所見から病態を判断し、持続点滴中の糖質輸液又は電解質輸液の投与量の調整がで
きる知識・技術



手術看護認定看護師として期待される能力

1. 手術療法を受ける患者及び家族の身体的・心理的・社会的状況を多角的に捉え、
高い臨床推論力・病態判断力に基づき、患者に起こりうる事態を予測した先見
性のある実践を行うことができる。

2. 患者に加わる手術侵襲を多角的に捉え、高い臨床推論力・病態判断力に基づき、
手術を受ける患者の手術侵襲及びそれによって引き起こされる苦痛を最小限に
留め、回復を指向した実践ができる。

3. 手術中の患者の急変及び緊急事態が発生した場合には、高い臨床推論力・病態
判断力に基づき、迅速かつ適切な実践ができる。

4. 手術に関連するあらゆるリスクを回避するために多職種と協働し、チーム医療
のキーパーソンとしての役割を果たすことができる。

5. 手術が必要とされた時期から術後急性期にある患者及び家族の権利を擁護し、
意思決定を尊重した看護を実践できる。

6. 手術看護分野において、看護職等からの相談に対して相談者が自らの力で解決
の方向を見出せるようコンサルテーションができる。

7. 手術看護の実践を通して役割モデルを示し、看護職者へ指導ができる。



実践

• 患者への術前訪問で、慣れない手術や麻酔への不安・緊張が少
しでも和らぐように心理的なサポートを行う。

• 患者の状態を的確に把握して、患者に起こりうる事態を予測し
術中看護に生かす。

• 手術合併症を起こさないように手術体位に関連する皮膚・神経
損傷予防対策の改善に努めたり、安全管理（体温・体位管理、
手術機材・機器の適切な管理等）を行う。



現在所属のチーム

• 心外チーム

• 人工関節チーム

• ダヴィンチチーム

チーム立ち上げ時から在籍

• 手術マニュアル作成

• 他職種、業者との連携 など





指導

• 日常のケアを通じて、手術体位に関連した皮膚・神経損傷予防

方法や体温管理方法などの指導を行ったり、手術室のスタッフ

がEBNを実践を行えるように勉強会を開催する。

相談

• 手術室スタッフまたは他部署スタッフから、看護実践の中でわ

からない事や困った事、ケアの方法についての相談を受け、一

緒に解決策や改善策を考える。

• 認定看護師が対処しに行くのではなく、相談者が出来るように。



事例からの勉強会





手術看護認定を取ったってことは、
ずっと手術室勤務なんだね。



出願資格

次に定める要件をすべて満たしていること

1. 日本国の看護師の免許を有すること。

2. 看護師の免許取得後、通算 5 年以上実務研修をしていること。そ
のうち通算 3 年以上は特定の看護分野の実務研修をしていること。

3. そのうち通算 3 年以上の特定の看護分野の実務研修とは、次のと
おりとする。

(1) 通算 3 年以上、手術看護分野での看護実績を有すること。

(2) 手術看護における器械出し看護師及び外回り看護師としての実
績を 5 例以上有すること。

(3) 現在、手術室で勤務していることが望ましい。

認定看護師教育課程「手術看護分野」募集要項：兵庫医科大学



「周術期」とは
手術に必要な3つの異なった時期を含めた一連の期間

術前 術中 術後

手術療法の必要性を
医師から提示された時点

退院まで

手術療法の提示・決定

入院

退院手術

帰室・治療

手術看護実践指導看護師

周術期管理チーム認定看護師

特定行為看護師

手術看護認定看護師



資格を取りたいと思ったら

チャンスを逃さないことが大切

チャンスは平等ではない

マネジメントに重要な経営資源
「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」「時間」
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